
コラボWebセミナー第 13弾

９月 27 日（金）16時～ 16 時 40 分　　　　　　　　開 催 日

使用ツール Zoom

　共　催 日本エスエルシー株式会社

会社名 ：  株式会社セツロテック
代　表 ：  竹本 龍也 / 竹澤 慎一郎
T   E   L  ：  088-633-0233

住　所   ：  〒770-8503  徳島県徳島市蔵本町3丁目18番地の15 藤井節郎記念医科学センター
U   R   L  ：  https://www.setsurotech.com
E  mail  ：  setsuro@setsurotech.com @setsurotech  ぜひフォローを！

お申込み方法

オンライン会議システム Zoomでの開催となります。
下記URL、もしくは右QRコードより特設ページにアクセス頂き、
必須項目をご入力いただいた上、ご送信ください。

特設お問い合わせフォーム：https://www.setsurotech.com/seminar/collabo-013/

ゲノム編集技術で
研究活動を加速させる

セミナー要旨

高品質な実験動物の供給を通して、
大切な研究をサポートする

徳島大学発の独自のゲノム編集技術シーズを発展させ、
知財を創造し、事業として社会への「橋渡し」を目指す
企業として、基礎研究が実用化へと実るまでのあらゆる
研究活動を支援しています。

×

近年、医療技術の進歩や動物福祉の向上に伴い、動物実験を
取り巻く環境は変わりつつあります。当社では、研究に最適
な高品質の動物を提供し続けると共に、新たな技術と精神を
もって、それらの課題に挑戦します。

Xenograft モデルとしての BRJ マウス活用法

  

16:00-16:20　　「Xenograft モデルを用いた受託試験内容の紹介」     日本エスエルシー株式会社　
16:20-16:25   　 「高度免疫不全マウス BRJ ご紹介」　 日本エスエルシー株式会社
16:25-16:30　　「セツロテックご紹介」　    株式会社セツロテック
16:30-16:40          質疑応答

主催：セツロテック

昨今、がんの研究において免疫不全マウスにヒト由来のがん細胞や腫瘍を移植する異種移植
（Xenograft）モデルの利用は不可欠です。近年では患者由来腫瘍組織を移植する PDX
（Patient Derived Xenograft）モデルの作製においても様々な免疫不全マウスが利用されてい
ます。今回は、日本エスエルシー株式会社における Xenograft モデルを用いた受託試験内容
の紹介を行います。また、販売を開始した BRJ マウスの特徴と今後の展望を紹介いたします。


